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赤穂膿士ゆかりの地PRキャラクター
ぎしのすけ

義士の助くん
藝士の助くんは加西市で平成29年11月に開催さ
れる忠臣蔵サミットの応援キャラクタ ーです。

久学寺は赤穂藩三がく寺の一つです。
浅野家が播州赤穂藩へ国替となり加
西市も赤穂藩の領地であったことか
ら、久学寺を浅野家の菩提寺としま
した。赤穂城開城の際、大石内蔵助
より住職に花岳寺の維持と永代祭祀をi
依頼し、その関係から四十六士の戒名
を記録した過去帳や浅野家代々の当主I
及び四十六士の霊牌も祀られています。
（住所：加西市上芥田町982)
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石部神社の拝殿正面には、浅野家よ
り献納されたと伝わる黒馬の絵馬が
掛けられています。石部神社は719年
鎮座の式内社で鎮座直後に植樹され
たと伝わる門杉が有名です。
寄進された巨大な絵馬は、浅野家の
石部神社への崇敬が格別であったこ
とを示しています。
（住所：加西市上野町69-2)

潮田又之丞は、大石内蔵助の親戚筋
にあたり、討ち入りに参加した四十
七士の一人です。又之丞は討ち入り
前、家族を姉の嫁ぎ先、北条の渡辺
家に預けました。渡辺家は、酒見寺
多宝塔（国重要文化財）を寄進するほ
どの名家でした。北条の菊ケ谷墓地
には母と姉の墓が残っています。
（住所：加西市北条町）
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會久学寺にまつわる言い伝え
赤穂藩で旧加西郡大和村（現多可町
八千代区）にて、灌漑用のダム建設
を行った際、城 代家老の大石内蔵助
が工事の進行を担当し、久学寺を再
三訪れ宿泊し、住職と囲碁を楽しん
でおられた様です。
江戸城で刃傷事件が起り、江戸から
赤穂に早駕籠が到着した際も、大石
内蔵助は久学寺で碁を打っており、
赤穂の使者から刃傷事件を聞き慌て
て赤穂に帰ったとの 言い伝えが残っ
ています·

-

.�,, 
'、かゞ

翌--

大工町の旧道の路傍に高さ5 0cmぐ
らいの自然石が立っています。地元
では大石内蔵助の腰かけ石と呼ばれ
ています。大石内蔵助が当地を訪れ
た際にたびたび宿泊した久学寺と穂
積代官役所（加東市）とのほぼ中間地
にあります。大石一行が巡行の際こ i
の立石で一息ついたのでしょうか。
（住所：加西市大工町）
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多聞寺は、親子で討ち入りに加わり
大石内蔵助の参謀的な役割で活躍し
た小野寺十内と養子の幸右衛門の菩
提寺です。また、子孫が檀家である
ため、江戸時代から毎年12月14日に
藝士祭（吉祥講）が行われています。
また、加西ゆかりの武将後藤又兵衛
の菩提寺でもあります。
（住所：加西市尾崎町288)
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浅野家の重臣である奥野将監は、江
戸城での刃傷事件後、同志と共に主
君の仇を討とうと誓い、大石内蔵助
を支えました。しかし、浅野家再興
に主眼を置いた将監は、結局討ち入
りには参加しませんでした。
その後、確崎神社の神宮寺に嫁いだ
娘を頼り、しばらくこの地に居を構
えたと言われています。
（住所：加西市下道山町559-1)
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長歴元年(1037年）人皇第69代後朱雀天
皇により建立されたとされる神社で、
その後戦火により2回焼失しました。
現在の社殿は元禄6年(1693年）当時の
赤穂藩の郡奉行で赤穂麓士の吉田忠左 l

衛門により再建されたと言い伝えられ、
当時は社領10町歩（約10万ポ）を有する i
大社であったと伝えられています。
（住所：加西市田谷町1265)
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江戸時 代中期に、小野寺＋内の子孫
である吉田伴庵氏により、亡き家族
と共に父十内と兄幸右衛門の名を刻
んだ碑が建立されました。
また、碑の隣にある薬師堂には、＋
内の子孫により天保10年と明治35年
に再建されたことを示す棟札が残っ
ています。
（住所：加西市東長町）


